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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 74,922 19.1 15,031 20.0 15,563 22.7 11,377 27.0

30年3月期第3四半期 62,902 10.9 12,527 28.6 12,684 29.6 8,958 48.4

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　9,691百万円 （△2.9％） 30年3月期第3四半期　　9,982百万円 （73.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 273.80 271.70

30年3月期第3四半期 215.88 214.22

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 152,378 104,676 67.9

30年3月期 132,893 99,354 74.0

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 103,483百万円 30年3月期 98,362百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 41.00 ― 51.00 92.00

31年3月期 ― 59.00 ―

31年3月期（予想） 59.00 118.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

31年３月期第２四半期末と同期末配当金（予想）につきましては、それぞれ創業７０周年記念配当１０円（年間２０円）を含んでおります。

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 13.4 18,700 8.2 18,900 9.1 13,600 6.9 327.00

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 41,596,481 株 30年3月期 41,575,881 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 36,633 株 30年3月期 36,251 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 41,552,883 株 30年3月期3Q 41,495,383 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料3頁
「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第3四半期連結累計期間における世界経済は、日本や米国では堅調な個人消費や設備投資を背景

に回復基調が続きましたが、欧州では個人消費伸び悩みなどで景気拡大ペースが鈍化、中国では景気

減速の流れが一段と鮮明になりました。そうした中で米中間の貿易摩擦問題の拡大や英国の合意なき

ＥＵ離脱の可能性が懸念されるなど、下振れに繋がるリスクが存在する状況が続いています。 

 このような状況下、当第 3 四半期連結累計期間の連結業績は、受注高 811 億 81 百万円（前年同期

比 12.8%増）、売上高 749 億 22 百万円（前年同期比 19.1%増）、営業利益 150 億 31 百万円（前年同

期比 20.0%増）、経常利益 155 億 63 百万円（前年同期比 22.7%増）となり、親会社株主に帰属する

四半期純利益は113億77百万円（前年同期比 27.0%増）となりました。  

当第3四半期連結累計期間のセグメント別概況は以下の通りです。 

【半導体製造装置部門】 

 半導体製造装置部門では、上期に堅調だったメモリ関連投資は、下期に入ってスポット価格低下や

在庫調整などにより投資抑制方向に転じましたが、スマートフォン高機能化や IoT、AI 進展に伴う

ディスプレイドライバ向け投資及び電子部品・センサ向け投資などは引き続き堅調に推移しました。

こうした環境の下、当第 3 四半期連結累計期間の受注高、売上高及び営業利益は前年同期と比べ増

加しました。 

 当部門における当第3四半期連結累計期間の受注高は548億20百万円（前年同期比 11.8%増）、売

上高は511億 20百万円（前年同期比 19.1%増）、営業利益は98億 98百万円（前年同期比 16.1%増）

となりました。 

【計測機器部門】 

 計測機器部門では、主要ユーザーである自動車関連業界が引き続き内外での生産効率向上に向けた

生産革新のための新規設備投資を積極的に進めました。工作機械需要も内外ともに堅調であるほか、

航空機向け需要も堅調さを維持しました。こうした環境を背景に、当社装置の受注高、売上高及び営

業利益は前年同期と比べ増加しました。 

 当部門における当第3四半期連結累計期間の受注高は263億61百万円（前年同期比 15.0%増）、売

上高は 238 億 1 百万円（前年同期比 19.1%増）、営業利益は 51 億 32 百万円（前年同期比 28.3%増）

となりました。  

（２）財政状態に関する説明 

 資産、負債及び純資産の状況 

当第3四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ194億 85百万円増加し、1,523億 78

百万円となりました。増減の主な要因は、土地の増加 73 億 9 百万円、仕掛品、原材料など棚卸資産

の増加67億 86百万円、現金及び預金の増加25億 65百万円、ソフトウェアの増加15億 63百万円、

建物及び構築物の増加14億9百万円、投資有価証券の減少13億70百万円等であります。 

当第 3 四半期末における負債は、前連結会計年度末に比べ 141 億 64 百万円増加し、477 億 2 百万

円となりました。増減の主な要因は、長期借入金の増加 100 億円、支払手形及び買掛金、電子記録債

務の増加51億21百万円、未払法人税等の減少18億78百万円等であります。 

当第 3 四半期末における純資産は、前連結会計年度末に比べ 53 億 21 百万円増加し、1,046 億 76

百万円になりました。増減の主な要因は、利益剰余金の増加 68 億 6 百万円、その他有価証券評価差

額金の減少10億21百万円等であります。この結果、自己資本比率は67.9%になりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 31 年 3 月期の連結業績予想につきましては、前回発表時(平成 30 年 11 月 13 日)の見通しを

変えておりません。 

 (注) 業績見通し等の将来に関する記述は、内外の経済状況、為替レートの変動、業績に影響を与えるその他の

要因等現時点で入手可能な情報をもとに、当社グループが合理的であると判断した一定の前提に基づいており、当

社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。これらは、市況、競争状況、新製品の導入及びその成否

を含む多くの不確実な要因の影響を受けます。従って、実際の売上高及び利益は、記載されている予想数値とは大

きく異なる場合がありますことをご承知おきください。 
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2. 四半期連結財務諸表及び主な注記

　(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年3月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 37,220 39,785

　　受取手形及び売掛金 28,005 27,464

　　電子記録債権 5,434 6,693

　　商品及び製品 1,918 1,885

　　仕掛品 15,223 20,283

　　原材料及び貯蔵品 5,183 6,942

　　その他 2,146 2,054

　　貸倒引当金 △ 142 △ 120

　　流動資産合計 94,990 104,989

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物（純額） 13,998 15,407

　　　その他（純額） 10,259 17,630

　　　有形固定資産合計 24,258 33,037

　　無形固定資産

　　　のれん 185 109

　　　その他 1,671 3,262

　　　無形固定資産合計 1,857 3,371

　　投資その他の資産

　　　その他 11,787 10,979

　　　貸倒引当金 △ 0 △ 0

　　　投資その他の資産合計 11,787 10,979

　　固定資産合計 37,902 47,389

　資産合計 132,893 152,378
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年3月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

　流動負債

　　支払手形及び買掛金 8,200 9,985

　　電子記録債務 13,670 17,006

　　短期借入金 1,300 1,300

　　未払法人税等 3,254 1,376

　　引当金 1,248 637

　　その他 5,133 8,485

　　流動負債合計 32,807 38,790

　固定負債

　　長期借入金 － 8,000

　　役員退職慰労引当金 139 40

　　退職給付に係る負債 542 539

　　資産除去債務 － 241

　　その他 49 90

　　固定負債合計 731 8,911

　負債合計 33,538 47,702

純資産の部

　株主資本

　　資本金 10,561 10,588

　　資本剰余金 21,579 21,606

　　利益剰余金 62,105 68,912

　　自己株式 △ 118 △ 120

　　株主資本合計 94,128 100,987

　その他の包括利益累計額

　　その他有価証券評価差額金 1,564 542

　　為替換算調整勘定 811 325

　　退職給付に係る調整累計額 1,858 1,627

　　その他の包括利益累計額合計 4,234 2,495

　新株予約権 623 771

　非支配株主持分 368 421

　純資産合計 99,354 104,676

負債純資産合計 132,893 152,378
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　(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

　　　　四半期連結損益計算書

　　　　第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年 4月 1日
  至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年 4月 1日
  至 平成30年12月31日)

売上高 62,902 74,922

売上原価 37,835 44,475

売上総利益 25,066 30,446

販売費及び一般管理費 12,539 15,415

営業利益 12,527 15,031

営業外収益

　受取利息 16 21

　受取配当金 56 121

　為替差益 58 299

　その他 75 125

　営業外収益合計 207 567

営業外費用

　支払利息 15 22

　固定資産除売却損 21 1

　その他 13 11

　営業外費用合計 50 35

経常利益 12,684 15,563

特別利益

　新株予約権戻入益 0 2

　投資有価証券売却益 3 －

　特別利益合計 4 2

特別損失

　ゴルフ会員権評価損 4 －

　特別損失合計 4 －

税金等調整前四半期純利益 12,684 15,566

法人税、住民税及び事業税 3,638 3,877

法人税等調整額 53 260

法人税等合計 3,692 4,137

四半期純利益 8,992 11,429

非支配株主に帰属する四半期純利益 34 52

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,958 11,377

6



(株)東京精密（7729） 平成31年3月期 第3四半期決算短信

　　　四半期連結包括利益計算書

　　　　第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年 4月 1日

  至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年 4月 1日

  至 平成30年12月31日)

四半期純利益 8,992 11,429

その他の包括利益

　その他有価証券評価差額金 749 △ 1,021

　為替換算調整勘定 306 △ 485

　退職給付に係る調整額 △ 65 △ 230

　その他の包括利益合計 989 △ 1,738

四半期包括利益 9,982 9,691

（内訳）

　親会社株主に係る四半期包括利益 9,948 9,638

　非支配株主に係る四半期包括利益 34 53
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません｡ 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません｡ 

（追加情報） 

「『税効果会計に係る会計基準』」の一部改正」（企業会計基準第 28 号 平成 30 年 2 月 16 日）等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用しており､繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示

し､繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております｡ 

（セグメント情報等） 

前第 3 四半期連結累計期間（自 平成 29 年 4 月 1 日  至 平成 29 年 12 月 31 日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 （単位：百万円）

報告セグメント 
合計 半導体

製造装置 計測機器 計 

売上高 

外部顧客への売上高 42,917 19,984 62,902 62,902

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － －

計 42,917 19,984 62,902 62,902

セグメント利益 8,528 3,998 12,527 12,527

（注）セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております｡ 

当第 3 四半期連結累計期間（自 平成 30 年 4 月 1 日  至 平成 30 年 12 月 31 日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 （単位：百万円）

報告セグメント 
合計 半導体

製造装置 計測機器 計 

売上高 

外部顧客への売上高 51,120 23,801 74,922 74,922

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － －

計 51,120 23,801 74,922 74,922

セグメント利益 9,898 5,132 15,031 15,031

（注）セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております｡ 
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